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◎ 支援地域の課題やニーズを調査
◎ 地方行政、地域住民との協力体制を構築
◎ 地域の資源や人材を調査
◎ 地方自治体および地域住民とともに、支援活動の実施計画を策定

◎ 子どもの栄養改善に向け、保護者へ栄養や母乳育児に関する研修を実施
◎ 改良種子の活用や農業研修を通じて、農業生産性の向上を支援
◎ 家畜の提供を通じて、家庭の収入向上と栄養改善を支援
◎ 校舎 4 棟を建設し、学習環境を改善
◎ 子どもの権利や子ども保護に関する研修を教員や地域リーダーへ実施
◎ 家庭用トイレの新設・改修を支援し、衛生環境を改善

◎	貯蓄グループや現金給付を通じて、地域住民の経済的自立を支援
◎	教員を対象に、読み書きの指導法研修を実施
◎	子どもの読解力向上のため、絵本を配布
◎	学習環境改善のため、学校に机を提供
◎	保健センター 1カ所を建設し、地域の医療サービスを改善
◎	妊婦や乳幼児が地域で保健サービスを受けられる環境を整備
◎	5歳未満児の栄養状態を確認し、栄養改善を支援

◎ 女子生徒の学習環境改善のため、学校に女子生徒用の保健室を設置
◎ 若者を対象に、就職や起業に向けた研修を実施
◎ 読書キャンプや水管理委員会などの活動を地域へ引き継ぎ
◎ 支援終了後の各活動の移行計画に関する関係者との話し合い

皆さまのご支援により、人々が変わり、地域が変わりました

皆さまとともに歩んだ 17年間の支援と成果

ワールド・ビジョン・ジャパンは、
キリスト教精神に基づき
世界の子どもたちを支援している国際 NGO です。

支援を受けたチャイルドのストーリー

準備期
2009 年度

▼
2010 年度

支援開始当初の一般的な住居

新たに建設された校舎で学ぶ子どもたち

保健センターで診察を受ける女性

学校に設置された女子生徒用の保健室

特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン
電話：03-5334-5351　FAX：03-5334-5359
e-mail：dservice@worldvision.or.jp　　
ホームページ：www.worldvision.jp
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アリーンさん
（18歳）

基礎的な読解力を

身につけている小学3年生の割合
複数の収入源を持つ世帯

2017年 2026 年

2017年 2026 年
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将来の夢は、衣料品店を開くこと。
支援がつないだ希望と未来

18 歳のアリーンさんは、両親と 8 人のきょうだいと暮らしています。以前は家計がとても苦しく、
十分な食料さえ得られない日々を過ごしていました。学用品を買うこともできず、家庭の経済的
な事情から学校を休まなければならないこともありました。

しかし、ワールド・ビジョンの活動を通じて、アリーンさんの生活は大きく変わりました。学用
品や衣服など必要な支援を受けられるようになり、安心して学校に通えるようになったのです。

また、家族にも前向きな変化が生まれました。父親は農業研修で学んだ知識を生かして、バナナやジャガイモの栽培を始め、収穫した作
物を販売して収入を得るようになりました。母親も市場で商売をして、家計を支えるようになりました。生活が安定したことで、家族の
関係も以前より良くなり、互いに支え合いながら暮らせるようになったといいます。

現在、職業訓練校で縫製を学んでいるアリーンさん。将来の夢は、衣料品店を開き、自分と同じように仕事を必要としている若者たちを
雇用して、地域に貢献することだと語ります。

「日本のチャイルド・スポンサーの皆さんのご支援は、私だけでなく家族や地域にも希望を与えてくれました。本当に感謝しています。
これからも、支援を必要としている子どもたちに夢や希望を届け続けていただけたらうれしいです」

ありがとうございました

ルワンダ共和国　
グウィザ地域開発プログラム

RWA-190768（2009 年～2026 年）
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2009 年、ワールド・ビジョンがこの地域で
支援を開始したのは、貧困や安全な水への
アクセス不足、教育や保健サービスの不足
といった課題が深刻だったためです。活動
開始当初から、私たちは地域の人々ととも
にこうした課題に向き合い、取り組んでき
ました。プログラム期間中は、国家の安定
と経済発展が進む一方で、干ばつや不安定
な天候の影響も受けましたが、地域の協力
と関係者の連携により、教育、栄養、子ど
もの保護の分野で着実な改善が見られまし
た。これらの成果は、子どもたちの健やか
な成長と生活環境の向上につながっていま
す。皆さまの長きにわたるご支援に、心よ
り感謝いたします。
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17 年にわたる温かいご支援に、心より感謝
いたします。かつてこの地域では、人々は
貧困に苦しみ、日々の食事にも困るほどで
した。しかしワールド・ビジョンの活動を
通じて、多くの家庭が収入を得て、安定し
た生活を送れるようになっています。栄養
に関する知識の向上や食生活の改善も進み、
今では保護者が子どもたちをしっかりと養
い、健やかな成長を支えられるようになり
ました。さらに、安全な水へのアクセスや
教育環境の整備など、子どもたちを取り巻
く環境は大きく改善されました。私たちは
地域の人々とともに、これらの成果を維持
しさらに発展させながら、子どもたちの未
来を支え続けていきます。

地域代表者からのごあいさつ

複数の収入源を持つ世帯

6～ 23カ月の子どものうち、多様な
食品を十分に摂取している割合

発育阻害（年齢に対して低身長）の
5歳未満児

2017年

2121%% 8282%%

2026 年

男女別および障害を持つ生徒用に建設され
た学校のトイレ

不衛生な水をくむ子どもたち
支援前

支援開始以前は、多くの家庭で安全でない水を生活や飲用に使用してい
ました。子どもたちが長い道のりを歩いて水くみをしたり、汚れた水を飲
んで体調を崩したりすることも珍しくありませんでした。また、学校には清
潔なトイレも整備されていませんでした。こうした状況を改善するため、
ワールド・ビジョンは、飲み水の煮沸消毒や正しい手洗いの方法など、衛生
習慣に関する啓発活動を地域や学校で継続的に行いました。その結果、安
全な水を利用できる世帯が大幅に増加し、下痢や水を原因とする病気の
予防にもつながっています。また、学校では男女別のトイレを整備し、子ど
もたちが清潔なトイレを安心して利用できる環境を整えました。こうした
環境整備は、月経時における女子生徒の継続的な通学にも貢献しています。

子どもの身長、体重から栄養状態
を計測するポスター

支援後
栄養のある食事をする子どもたち

地域では、5 歳未満の子どもの栄養不良が深刻な課題となっており、
保護者の栄養や衛生に関する知識も十分ではありませんでした。そこ
で、地域の保健ボランティアに対し、子どもの栄養・衛生・発達に関
する研修を実施しました。研修を受けた保健ボランティアは乳幼児を
持つ家庭を訪問し、専用のメジャーなどを使って子どもの栄養状態を
確認します。そこで栄養不良と判断された子どもの保護者には、現地
で手に入る食材を使った栄養価の高い食事や衛生について伝えるな
ど、重点的な支援を行いました。こうした活動を通じて、地域で栄養
不良の子どもを早期に発見し対応できるようになり、栄養不良の改善
につながりました。

地域の多くの世帯は農業によって生計を立てていますが、以前は伝統
的な農法に頼っていたため、作物の生産性が低く、収入も少ない状況
でした。ワールド・ビジョンは、農業技術に関する研修を実施し、特
に支援が必要な世帯には家畜や農業に必要な設備を提供しました。ま
た、住民が毎月少額の積み立てを行う貯蓄グループの活動も進められ
ました。グループで積み立てた資金をもとに少額の借り入れができる
ようになったことで、家畜の購入や農業用の種子の準備、小規模な商
店の運営など、新たな収入につながる活動に取り組めるようになりま
した。こうした活動を通じて世帯収入が向上し、子どもたちに必要な
食事や生活用品をまかなえるようになっています。 農業研修などを受けて家計が改善した家族

と、ルワンダの事業を担当する野本スタッフ

新しく建設された校舎

支援後支援後
貯蓄グループの活動の様子

以前は子どもの数に対して学校や教室が足りず、学習環境にも課題
があったため、小学校を修了しても、基本的な読み書きや計算力が
身についていない子が多くいました。ワールド・ビジョンは、子ど
もたちがより良い教育を受けられるよう、校舎の改修を進めるとと
もに、教員を対象とした読解指導の研修を実施し、識字力向上に重
点を置いた活動を行いました。その結果、子どもたちの読解力には
大幅な改善が見られています。また、学校では子どもの権利に関す
る啓発活動も行い、子どもたち自身が自分を守るための知識を学ん
でいます。さらに、地域では相談・通報の仕組みづくりを進め、暴
力や虐待から子どもたちを守る体制も強化しています。 土で作られた古い校舎

支援前

基礎的な読解力を
身につけている小学3年生の割合

虐待や暴力など、子どもの保護に
関する問題に地域で対応できた割合
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